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（仮称）久喜市自治基本条例策定 第１回 ワークショップ記録 
 

 

○記録の要旨 

１ 開会 

・ 開会：小澤課長 

・ 配布資料の確認 

２ あいさつ 

・ 市長あいさつ 

３ 講演「自治基本条例とはなにか」 

  別添講演記録 

  （質疑） 

  ・（質問）市の役割と市民の役割を明確にしていくというお話で、その役割、役その

ものというのは、例えば大中小と分けられる範囲の役割なのでしょうか。それと

も細かくても内容によってなのか。ちょっとイメージがわきにくい。 

   （講師回答）あまり具体的なことでなくていいと思われる。 

     例えば、まちづくりでは、皆さんの地域の活性化や改善に行政がいろいろな施

策をするというのは必要だが、その地域の人たちも一生懸命努力をして、自分た

ちの地域を良くしようとしなければ実現は難しい。役所に全部やれと言っても、

それは無理で、役割分担が個別に、それぞれの仕事で違うかたちで出てくる。 

  ・（質問）我々はあと１年かけて条例をつくっていくが、これから時々小林先生に来

ていただいて、アドバイスをしてもらえるのか。 

日 時 平成 22年 10 月３日（日） 13：00～15：20 

場 所 久喜市役所４階 第３～６会議室 

参加者 市民ワークショップメンバー：４５名 

久喜市自治振興課：９名 

次 第 １ 開会 

２．あいさつ 

３．講演「自治基本条例とはなにか」 

４．旧久喜市の自治基本条例ワークショップについて 

５．その他 

６．閉会 

配布資料 資料１ （４．旧久喜市の自治基本条例ワークショップについて） 

資料２ （仮称）久喜市自治基本条例ワークショップ（第 1回）資料 

 



 

2 

   （講師回答）みなさんの要望等も踏まえ、ポイント、ポイントでは来ることは考え

ている。また、何かアドバイスが必要であれば、メールで対応することもできる。 

   （事務局）小林先生のご協力の他に、ワークショップを円滑に行うため、コンサル

タントを入れて作業を進める予定だ。基本的にコンサルタントが毎回ワークショ

ップの中で資料作成や、話し合いの司会進行を行う予定で、現在業者を選定中だ。 

４ 旧久喜市の自治基本条例ワークショップについて 

  別添講演記録 

（質疑なし） 

５ その他 

  （質疑） 

  ・（質問）どういう人たちが来ているのかがわからないまま進んで、本当に良い条例

や協働の在り方を検討できるのか疑問を感じる。また、ワークショップメンバー

が 52 名というのがとてもバランスのいい人数の配分であるから、途中から増やし

ていくのかどうか、計画があるのかどうか疑問に思った。今後、日程等も含め、

主体がワークショップの我々メンバーなのか、それとも事務局側にあるのか。 

   (回答)メンバーの名簿や名札等の利用を次回ワークショップなどで検討したい。人

員は、東京理科大学で募集しており、何人か参加者が増える予定だ。また、希望

者が出ればメンバーを追加するつもりだ。 

    日程については、第 2回については事務局が設定したが、第 2回のワークショッ

プの中で運営の仕方についても、協議させていただきたい。 

  ・（質問）前回は志木市や多摩市、草加市の３自治体に希望者を募って行った。それ

ぞれの自治体の担当職員から苦労話を直接聞いたほうが身に入るのではないか。

また、先行自治体の策定後について情報提供してほしい。それから、前回は自腹

で何回か飲みニケーションを行い、非常にものが言いやすくなったので、今回も

行いたい。 

   （回答）その辺も、第 2回以後、皆さんの希望があれば検討したい。 

  ・（質問）策定審議会は第１回が１月から始まるのか、また、ワークショップから今

回も代表を出すのか。 

   （回答）策定審議会委員を６名募集中であり、10 月 15 日が締め切りとなっている。

また、ワークショップからも１名策定審議会に参加いただきたいと思っているが、

その選出は次回以降としたい。 

６ 閉会 

・ 次回の日時を確認し、詳細については改めてお伝えするとした。 

 
 
 


